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第
４
章

⑶
睡
眠
・
休
養
・

こ
こ
ろ
の
健
康

(3) 睡眠･休養･こころの健康

国や県の動向

瀬戸市の現状値

こころの健康は、自分らしく生きるための重要な条件であるとともに、身体の健

康とも関連があります。栄養・食生活、身体活動・運動、睡眠、飲酒、喫煙などは

うつ病や不安障害との関連が明らかになっていることから、健康的な生活習慣によ

り心身の両面から健康を保持し、生活機能の維持・向上を図ることが重要です。

特に、十分な睡眠や余暇活動は、ストレスとの関連が強く、こころの健康に欠く

ことができません。睡眠については、極端な短時間睡眠は、寿命短縮に関連するこ

とが明らかになっており、健康日本 21 第三次では、より良い睡眠には、睡眠の質と

量、いずれもが重要であることから、「睡眠で休養がとれている者の増加」、「睡眠時

間が十分に確保できている者の増加」、「週労働時間 60 時間以上の雇用者の減少」を

指標としています。また、「心理的苦痛を感じている者の減少」をあげています。

第 3期健康日本 21 あいち計画では、行政と企業が連携し健康づくりを進めること

が重要であることから「あいちワーク・ライフ・バランスの推進運動の賛同事業所

数」などを指標としています。

1 個人の行動と健康状態の改善・ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり

(3) 睡眠・休養・こころの健康

こころの健康は、自分らしく生きるための重要な条件であるとともに、身体の健

睡眠・休養・こころの健康

（第3次いきいき瀬戸 21 健康・生活習慣関連アンケート調査より）
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(7) がん 

 

 

国や県の動向 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

瀬戸市の現状値 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 個人の行動と健康状態の改善・ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり 

がん 

（地域保健・健康増進事業報告より） 

がんの予防を進めるには、がんについて正しい知識を身につけ、生活習慣の改善

や感染症に対処する必要があります。また、がんによる死亡を防ぐために定期的に

がん検診を受け、進行がんに至る前に発見する必要があります。 

健康日本 21 第三次では、「がんの年齢調整死亡率の減少」、科学的根拠に基づくが

ん検診の受診はがんの早期発見・早期治療につながることから、「がん検診の受診率

の向上」をあげています。 

第 3期健康日本 21 あいち計画では国の指標に加えて、がん検診受診率向上に取り

組み、その効果判定を行っている市町村数の増加を目指し、「市町村におけるがん検

診の推進」を指標としています。 
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瀬戸市の現状分析 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 ～理想とする市民のすがた～ 
 

 基準値(令和 5年) 目標値 基礎データ 

悪性新生物の標準化死亡比の減少 

(H30-R4) 

男性 97.9 

女性 100.0 

男性 94.0 

女性 95.4 
愛知県衛生研究所 

瀬戸市がん検診を受診する市民の増加 基礎データ 

胃がん検診 12.3% 13% 

地域保健・ 

健康増進事業報告 

大腸がん検診 9.7% 10% 

肺がん検診 10.9% 11% 

子宮頸がん検診 18.1% 19% 

乳がん検診 17.9% 19% 

ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり 

ライフコースアプローチ 基準値(令和 5年) 目標値 基礎データ 

女性 
無料クーポン券で

がん検診を受診す

る女性の増加 

子宮頸がん検診 14.0% 

乳がん検診 25.5% 

子宮頸がん検診 15% 

乳がん検診 28% 
庁内資料 

 

 

 
  

がんは本市においても国や県と同じく死亡原因の第一位となっています。また、瀬

戸市がん検診を受診する市民について、横ばいまたは、減少傾向となっています。が

んは禁煙などの生活習慣の改善、ワクチンなどによるウイルスの感染予防、そして検

診による早期発見が重要です。しかしながら、瀬戸市のがん検診を受診しなかった理

由で、「必要ないと思った」と回答している市民が多くありました。また、中高生に

行ったアンケートでは、「日本人のほぼ 2 人に 1 人は発症する」が半数程度の回答で

あり、がんの理解について課題があると想定されます。そのため、対象者である市民

に対して、がん検診の必要性について知識普及を行うことや対象となる前からのがん

教育を行うことが非常に重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第 3 次いきいき瀬戸 21 健康・生活習慣関連アンケート調査より） 
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